No.1

平成30年度　第三者委員の活動状況に関するアンケート調査票

	第三者委員氏名
	

	選任された法人
または保育園名（福祉サービス事業所名）
	

	在任年数
	　　　　　　　　年目　　　　　　

	経験総年数
	　　　　　　　　年　※過去の選任経験も含めて


※ 当てはまる番号に○印をつけてください。

　１．第三者委員の役割について
 （１）理解できている　
（２）ある程度は理解できている
（３）やや理解できていない　
（４）理解できていない
　　２．第三者委員の引き受けた理由について
　　（１）法人または事業所から選任依頼があったため
　　（２）福祉サービスにおける苦情解決事業に興味・関心があったため
　　（３）苦情解決制度の中における第三者委員の必要性を感じたため
　　（４）福祉サービスの利用者やその家族の悩みや要望、苦情等を拾い上げたいと思ったため
　　（５）自身の経験や成長に繋がるため
　　（６）自身が第三者委員を務めたいと思ったため（交渉した／依頼した）
　　（７）その他（自由記載）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　３．福祉サービスにおける事業所段階での苦情解決の仕組みについて
（１）理解できている　
（２）ある程度は理解できている　
（３）やや理解できていない　
（４）理解できていない
４．第三者委員の活動頻度について
　　（１）ない又はほとんどない・・１回未満で委嘱状交付や報告会の出席のみ
　　（２）２～３回・・・・・・・・定例の報告会（年に２回以上）に出席する程度
　　（３）３～４回・・・・・・・・定例の報告会に出席する他、事業所の行事等に参加
　　（４）５回以上・・・・・・・・・定期（不定期）な事業所訪問や行事への参加、報告会に出席し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　第三者委員として積極的に活動している
５．４の活動頻度に対する満足度について
　（１）満足している　　（２）やや満足している　（３）やや不満である　（４）不満である
６．４の活動頻度に対する希望
　（１）もっと活動頻度や内容を増やしてもよい（増やしてほしい）
　（２）もっと活動頻度や内容を減らしてもよい（減らしてほしい）
　（３）現状維持で問題ない
　７．第三者委員の職務として対応したことがあるものに〇をつけてください（複数回答可）
　　（１）苦情受付担当者からの受け付けた苦情内容の報告聴取
　　（２）苦情内容の報告を受けた旨の苦情申出人への通知
　　（３）利用者からの苦情の直接受付
　　（４）苦情申出人への助言
　　（５）事業所への助言
　　（６）苦情申出人と苦情解決責任者の話し合いへの立ち会い、助言
　　（７）苦情解決責任者からの苦情に係る事案の改善状況等の報告聴取
　　（８）日常的な状況把握と意見傾聴（定期的な報告会等を除く）
８．平常時における第三者委員の具体的な活動状況について（複数回答可）

　　（１）定期的に事業所を訪問し、利用者や家族からの相談を聞く機会を設けている

　　（２）事業所の行事に招かれ、利用者や家族に紹介してもらう機会がある
　　（３）第三者委員同士の会議・交流会に参加

　　（４）職員会議・職員研修等に参加

　　（５）家族会・保護者会等に参加
　　（６）苦情解決や福祉サービスの研修会への参加
　　（７）定期的な報告会への参加　　　

（８）今のところ活動は行われていない

　　（９）その他（自由記載）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
９．第三者委員の活動で難しいと感じることについてご回答ください。（複数回答可）

　　（１）事業所職員や利用者等とどのように関わりを持てばよいかわからない

（２）日頃から苦情の相談や報告がない分、活動している実感がない
　　（３）いざ苦情が発生したときに、どのように対応したらよいか不安がある
　　（４）多忙な事業所に対して遠慮してしまい、訪問等を行いたくても消極的になってしまう
　　（５）自身が忙しく、事業所に訪問したり連絡を取ったりすることができない
　　（６）第三者委員活動について学習したいが、セミナーや研修会の機会がない

　　（７）具体的に何をすればよいのか分からない
　　（８）特に難しいと感じることはない

　　（９）その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
１０．第三者委員として日頃より感じていること、意見したいこと、困っていることまたは沖縄県福祉サービス運営適正化委員会へのご意見・ご要望等がございましたらご自由にご記入ください。

　
アンケートへの御協力ありがとうございます。
